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 京都府地球温暖化防止活動推進センターは、府
内の温暖化防止活動を様々な面からサポートし、
一層活性化させることを目的に活動するセン
ターです。平成 15 年 10 月 10 日、府内の多様
な団体が連携し新たに立ち上げた NPO 法人　京
都地球温暖化防止府民会議が京都府知事からセ
ンターとしての指定を受け、その活動を開始し
ました。
　京都府地球温暖防止活動推進センターの活動
は、国、京都府、府内の多様な団体、会員の皆
様などのご支援によって支えられています。

特集
温暖化対策は一石二鳥!?
-キーワードは「コベネフィット」-

速報
給湯設備の省エネに関するアンケート[結果報告]

第7期
地球温暖化防止活動推進員府内各地で活躍中！part13
東日本大震災後、
再生可能エネルギーを地域に広げる活動実践中

活動レポート
「□□□×低炭素×地域協働」をテーマに平成28年度第3
回京都府地球温暖化防止活動推進員研修を実施

京都再エネコンシェルジュ、認証されました！

2016年秋・カエデ紅葉日調査の結果をご報告します

新しい掛け軸できました！
貸出できます。ぜひご活用ください。

c o n t e n t s

No.52京都府地球温暖化防止活動推進センター通信

うぉーみんぐ
地球温暖化問題に取り組む人のための通信です。 実践活動への意欲を、 アイデアを、 仲間同士の関係を、 ホットに温めます！
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推進員研修を行いました（関連記事P.7）

京丹後市にてCOOL　CHOICE啓発（関連記事P.5）

京都再エネコンシェルジュが認証されました（関連記事P.7）
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特集

亀岡カーボンマイナスプロジェクトに見る「一石二鳥」

　1月14日（土）と15日（日）に開催した京都府地球温
暖化防止活動推進員研修では、「亀岡カーボンマイナス
プロジェクト」について、亀岡市生涯学習部長の田中秀
門氏からお話を伺いました。

　亀岡カーボンマイナスプロジェクトは、放置竹林の整
備で出た竹を炭化して土壌改良材として畑で使用し、収
穫した野菜をブランド化して地元で販売するプロジェク
ト。大気中のCO2を土中に固定する効果、及び地産地消
によりフードマイレージCO2を削減する効果が期待で
きます。生産された野菜は、地元スーパー等で販売され
ており、売上は年々増加しています。野菜には、「クルベ
ジ」のシールが貼られており、協賛企業の名前が記載さ
れています。シール1枚あたり20円の協賛金が京都の企
業から提供されており、これが生産者に支払われる付加
価値として、あるいはプロジェクトの運営経費として活用
されています。この仕組みによって、このブランド野菜は
通常の野菜と同等の価格で販売することができている
のです。近年では、クルベジ米を使ったお酒づくりやソー
ラーシェアリング（※）も開始され、取組はどんどん発展
しています。
　この取組は、地球温暖化対策以外に、下のような様々
な便益を地元にもたらしています。

地元農業の活性化、京都府トップクラスの農地面積

の活用

協賛企業の認知度及び好感度アップ

地元から流出していたお金の地元での循環

地元市民への手軽な環境配慮行動の選択肢の提供

生産者と消費者、支援企業、支援大学等のネットワ

ークの拡充

地元に愛着と誇りを持つ人材（とくに若者）の育成

　田中氏は、「亀岡での消費支出のうち800億円が地域
外に流出している。これを1％でも地元に留めることがで
きれば8億円の地元消費が生まれる」「だれかがガマン
を強いられるプロジェクトは続かない。Win-Winになる
仕組みを作る必要がある」「他分野が連携してこそ地域
課題の解決につながる」などと語ります。亀岡カーボン
マイナスプロジェクトは、「一石二鳥」どころか、一石何
鳥をも狙ったものなのです。

温暖化対策は一石二鳥!?
-キーワードは「コベネフィット」-

図：研修会での田中氏講演資料より

（※） 農地の上に隙間を開けて太陽光発電パネルを設置し、 下では作

物を育てることで、 発電と農業を同時に行う取組
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コベネフィット（≒一石二鳥）が地域の温暖化対策の柱に

いろいろある、「一石二鳥」の取組
「一石二鳥」の温暖化対策は、例えば下のようなものが考えられます。もちろん、これ以外にも考えればいくらでも出
てくるでしょう。

ヒートショック（住宅内が寒く
温度差があることによって血圧
が急激に上下動する現象）によ
る死亡者数は少なく見積もって
も年間17,000人以上。高断熱
住宅の普及は、省エネだけでな
く、命と健康を守る家の普及で
もあります。

所得が低い世帯ほど支出に占め
るエネルギー費の割合が高いこ
とがわかっています。低所得者
や高齢者の省エネ支援は生活
そのものの支援でもあり、ドイ
ツ等ではこの視点でのプロジェ
クトが広がっています。（うぉーみ

んぐ50号P.5参照）

日本の化石燃料輸入額は年間
18兆円（一人あたり約14万円）
にものぼります。食べ物の地産
地消、住宅の断熱化、再生可能
エネルギーの普及等により、産
油国に払っていたお金を地元に
払うことは、地元経済活性化に
つながります。

「福祉」×「温暖化対策」 「地域経済」×「温暖化対策」「健康」×「温暖化対策」

　現在、環境省において「地方公共団体実行計画（区域
施策編）策定マニュアル」の作成が進められており、3月
10日現在、検討委員会資料という形で現段階での案が
公開されています。

「地方公共団体実行計画（区域施策編）」は、区域にお
ける温室効果ガスの排出の抑制等のための施策をまと
めたもの。中核市（人口20万人）以上の自治体には策定
が義務付けられており、小規模な自治体も策定に務める
よう求められています。「地方公共団体実行計画（区域
施策編）」は、その地域に関わる全ての人の暮らし・仕事
に関わる計画ですから、多くの人がその内容に注目し積
極的に関わることが望まれます。
　さて、この「地方公共団体実行計画（区域施策編）策
定マニュアル（本編）の概要案」を見ると、最初に出てく
るのが「コベネフィット」という言葉です。「コ」は2つの
組み合わせ、「ベネフィット」は便益を表す言葉。つまりは
「一石二鳥」と捉えればよいのではないでしょうか。概
要案には「地域における地球温暖化対策は、温室効果
ガス排出の抑制を実現するだけではない。地域活性化、
人口減少、産業振興、コスト削減、防災、健康などの多
様な課題の解決に貢献し、住民・事業者の利益となる可

能性を秘めている」と記載されています。
　これまでなんとなく思い描いていた「地球温暖化防
止活動」のイメージにとらわれること無く、「豊かな住み
よい地域づくり」を考えることこそが、これから地球温
暖化対策＝脱炭素型社会づくりに必要だと言えそうで
す。コベネフィットは、行政の環境部局だけで実現できる
ものではありません。行政の全ての部局、地域産業や自
治活動の担い手が連携してこそ実現できるものです。今
後、京都府内様々な市町村で、実行計画区域施策編の
策定・改定作業が行われることになります。多くの人の
参加のもとでコベネフィットを盛り込んだ計画を作り、
地域全体の力でこれを実現していきましょう。

地方公共団体実行計画（区域施策編）
策定マニュアルに関する検討会
http://www.env.go.jp/policy/kihon_
keikaku/sakutei/com.html

詳しくは
こ ち ら

図：地方公共団体実行計画（区域施策編）策定マニュアル（本編）の概要案より
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調査期間　2017年1月12日～1月31日

調査対象　京都府内の宿泊施設・公衆浴場（569カ所）

有効回答　94

実施機関　京都府地球温暖化防止活動推進センター

給湯設備の省エネに関するアンケート [結果報告]

　当センターでは従来より「給湯の省エネ対策」に
ついての情報発信を行っております。
　今年1月に、大浴場等の施設を所有されている京
都府内の宿泊施設・公衆浴場のみなさまを対象とし
て「給湯設備の省エネに関するアンケート」を実施
いたしました。その結果の一部をご紹介します。

節水シャワーヘッド・節水アダプター（※1）

の設置状況 （※1）シャワーヘッドとホースの間に取り付ける
ことで節水効果を得ることができるものです。

節湯型シングルレバーの設置状況

ボイラーの空気比の最適化（※2）

（※2）ボイラーの空気比を最適なバランスに調整すると、燃
焼効率が良くなり、無駄なエネルギー消費が抑えられます。

速報

節水シャワーヘッド設置割合

節水アダプター設置割合

1 2

3

　節水シャワーヘッドと節水アダプター両方を設
置しておられる施設は21％でした。
　55％の施設で、節水のためのグッズを使用さ
れていました。

設置している
52%

設置していない
47%

無回答 1%

設置している
27%

設置していない
72%

無回答 1%

節水シャワーヘッド設置
30%

節水アダプター設置
4%

両方を設置
21%

どちらも設置
していない

44%

無回答 1%

設置している
37%

設置していない
31%

関係ない・使って
いない・無回答

32%

毎年実施している
24%

実施したこと
がある 10%

効果を知っている
が実施していない

3%

対策を知らなかった
ので実施していない

26%

わからない
31%

該当せず・無回答
6%
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LED等の省エネ照明器具の
導入割合

電力使用量、空調、給湯の見える化システム導入によ
り省エネ推進している（宿泊施設）。

照明設備の LED 化を今後も進めて行く（宿泊施設）。

エアコンの電源とルームキーを連動している（宿泊施設）。

薪ストーブの導入を行った。その為、暖房設備の燃料、
石油・電気料金の削減ができた（宿泊施設）。

夜間、大浴場に市販のカーペットの下に敷くアルミの
保温シートを敷きつめております。かなりの重油節約
につながっています。

　給湯の省エネについて積極的に取り組んでおられる施設も多いですが、更新費用等の問題もあるためか、さらな
る省エネの余地もあるようです。
　省エネ対策をすることで水光熱費削減になり明らかに投資回収ができるものは、ぜひ実施いただきたいと改めて
感じました。また、多額の費用が必要なボイラー等の設備についても、取替・更新が必要な時期には、高効率のも
のや木質バイオマス利用をご検討いただける施設が増えればと思います。

　京丹後市は、環境省からの補助を受
けて、地球温暖化防止のための国民運
動「COOL CHOICE」の啓発事業を実
施してきました。その一環で、温泉施設
での「お湯に関する省エネ」の啓発プロ
ジェクトを実施。当センターもその実施
をお手伝いさせていただきました。
　このプロジェクトのポイントは、①
温暖化問題に関心がない人も含めた多
くの人が集まる場所を啓発の場にした
こと、②情報を伝えるだけではなく節
水シャワーヘッドを体験できる場を設
けたことの2点です。
　協力してくださったのは、宇川温泉
よし野の里、弥栄あしぎぬ温泉、浅茂
川温泉静の里の3施設。2週間の間、
脱衣室に展示物を掲出し、お湯の省エ
ネに関する情報を、クイズなどを交え
て紹介。洗い場には「節水シャワー体

実施している省エネ策等（自由回答）
4 5

調査にご協力してくださった各施設のみなさまには御礼申し上げます

温
泉
施
設
を
体
験
・
啓
発
の
場
に
！
＠
京
丹
後
市

report 
写真（上から）：ブース出展の様子、展示の様子、アンケートの実施、脱衣室への展示

験コーナー」を設け、節水型シャワー
ヘッド2種（細いお湯を出すタイプと、
空気とお湯を混ぜて出すタイプ）を取
り付けて実際に浴びてもらえるように
し、耐水性シールで情報を発信しまし
た。体験コーナーでは、シャワーヘッド
を浴び比べて「私はこっちの方がええ
わー」などと会話する来場者の姿が見
られました。またCOOL CHOICE宣
言用紙兼アンケート調査用紙の記入
を呼びかけました。また、浅茂川温泉
静の里と弥栄あしぎぬ温泉では、それ
ぞれ１日ずつ店頭啓発日を設け、ブー
スを出展して様々な展示物や節水型シ
ャワーヘッドを展示して情報を発信し
ました。
　期間中（2週間）の入浴者数は3施
設合計で延べ8,926人。多くの人に情
報を伝えることができました。

ほぼ全てに導入
25%

一部に導入
53%

未導入だが
導入予定

7%

未導入で、
予定もない 

11%

無回答 4%

この調査は、平成２８年度二酸化炭素排出抑制対策事業費等補助金（地域における地球温暖化防止活動促進事業）の一環で行いました。
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第7期　地球温暖化防止活動推進員 府内各地で活躍中！ PART13

　2011年3月11日に起こった東日本大震災の10か月後
の1月、城陽市ではエネルギーについて考える講演会が
行われ、240名もの方が集まりました。その講演会で再
生可能エネルギーの普及の必要性を痛感した古家野さ
ん。何回か再生可能エネルギーによる発電事業を考える
学習会や懇談会を重ねるうちに行政や学校関係、民間
会社の退職者等が共に新しい団体を立ち上げる動きと
なりました。「ちょうど定年を迎え、再雇用で仕事を続け
ようかな、と思っていた時期でした。この講演会を聞い
て仕事は辞め、これからは再生可能エネルギーを地域で
広げる活動に専念しよう」と決意をされたそうです。
　しかし、新しく活動を起こすには、苦労が伴います。
「団体を立ち上げ市民共同で発電所を設置する仕組
みを作るのは、細かい作業や書類づくり、資金集めや
資金の返済実務など作業が多くて本当に大変でした。
また、設置場所を決める過程でもずいぶん苦労しまし
た。」と古家野さんは振り返ります。

　最初は、市役所や教育施設などの公共施設や店舗の
屋根などに太陽光パネルを付けられないかとあちらこち
らで相談したのですが、なかなか「ここ」というところに
出会うことができませんでした。そこで個人宅などに太
陽光を付ける「個人宅おひさま発電ゼロ円システム」と
いう方式での市民共同発電所の設置を目指すことに。こ
の仕組みは長野県飯田市の事例を参考にしたそうです。

そして、2013年11月に1号機の設置が実現しました。
「1号機に手を挙げてくれる人が現れ、資金もあっとい
う間に集まったんです。」と当時を思い出して古家野さ
んは嬉しそうに話します。その後2016年11月には10号
機まで設置することができました。

　古家野さんの所属する団体では、太陽光発電所設置
と並行して、年に何回か再生可能エネルギーや省エネ・
節電について勉強会も定期的に開催しています。昨年
は、地中熱利用や電力自由化、家庭でできる省エネに
ついても学びました。この勉強会開催はメンバーで推
進員でもある杉浦喜代一さんがリーダーとなり、開催
にかかる準備や実施などを引っ張ります。メンバー同
士でうまく役割分担をして、1年の活動を実りあるもの
にさせています。

　今後の活動については、「これまでの活動でのよう
な太陽光発電普及だけでなく、水力、風力、バイオマス
などの他の再生可能エネルギーの可能性についても模
索したい。」とのこと。今年も講演会、エコライフ診断、
出前学習会、勉強会も実施する予定です。「家内にえ
えかげんにしてや言われているのですが」、と笑う古家
野さんですが、これからも仲間のメンバーとともに活動
を続ける意気込みを感じさせられました。

市民共同で太陽光発電の拠点を増やす

第1号機太陽光発電所が完成

勉強会を通じて省エネ・節電活動にも着手！

2017年1月の京都府地球温暖化防止活動推進員(以下推進員)研修の南部会場で活動報告して下さった古家野辰也さんは、第

7期から推進員として活躍しています。城陽市を中心に活動しているNPO法人市民共同発電をひろげる城陽の会の事務局長でもあ

る古家野さんに、活動についてお話しを伺いました。

東日本大震災後、
再生可能エネルギーを地域に広げる活動実践中

（城陽市）

古家野辰也
さん

太陽光発電以外の
再生可能エネルギーの可能性を探る

会の代表の土居さん（左）､理事の杉浦さ
ん（右）とともに

点灯式1号機4.56kW城陽市寺田深谷
（2013/11/5）

節水型シャワーヘッドお勧め中です。城陽
さんさんフェスタ会場にて（2017/2/12）
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京都府地球温暖化防止活動推進センターの主な活動を報告します。活動レポート

「□□□×低炭素×地域協働」をテーマに
平成28年度第3回京都府地球温暖化防止活動推進員研修を実施

　1月14日（土）と15日（日）に、第3回地球温暖化防止
活動推進員研修を実施しました。14日（土）は北部会場
（福知山市）で7名、15日（日）は南部会場（京都市）で
41名の参加がありました。
　第3回の研修のテーマは、□□□×低炭素の活動を知る
というものです。両会場共通で、農業×再生可能エネルギ
ー×低炭素の事例として、亀岡市の「亀岡マイナスカーボ

1
report

京都再エネコンシェルジュ、
認証されました！

　家庭向け再エネ関係の事業者（建築士、工務店、電器
店）を京都府が認証する京都再エネコンシェルジュの第
1回認証式が2月9日に行われました。この日、認証された
のは36名です。3月末までに約150名が認証される予定で

2
report

2016年秋・カエデ紅葉日
調査の結果をご報告します

　昨年秋に実施したカエデ紅葉日調査にご協力く
ださったのは36名（82地点）でした。みなさまか
らお送りいただいたデータをもとに、増田啓子先
生（龍谷大学名誉教授）に2016年のカエデの紅葉
の動向について分析していただきました。
　美山などでは早い時期から最低気温が8℃を下回
り、紅葉も例年になく早く始まりましたが、その
後の暖かさで長い期間紅葉していました。
　京都市内でも、見ごろである30％の紅葉から紅
葉日までが長く、早く紅葉した葉が散り始める一
方、まだ緑の葉もたくさん残っているような木が
多かったようです。12月終わりでもまだ青々して
いる葉や、紅葉しないまま枯れている葉なども見
られました。

3
report

ンプロジェクト」について､亀岡市生涯学習部長の田中秀門様からお話を伺いました。さらに北部会
場では、宮津市における市民共同発電所や環境イベントの取組の事例を紹介。みやづ環の地域づく
り推進ネットワーク代表の大村和利様より報告頂きました。南部会場では城陽市における市民共同
発電所や省エネ節電所を広げる勉強会開催の事例を紹介。市民共同発電をひろげる城陽の会事務局
長の古家野辰也様より報告頂きました。

[認証式の様子]

す。再エネを導入される際は、京都再エネコンシェルジュのいるお店をご利用ください。

[北部会場での報告の様子]
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法人の活動を支えてくださる会員を募集しています！

　年度会費　正会員 （個人） ： 2,000 円　正会員 （団体） ： 3,000 円

準会員 （個人） ： 2,000 円　準会員 （団体） ： 3,000 円

賛助会員 ： 10,000 円

詳しくは事務局までお問い合わせ下さい。

この印刷物は、古紙配合率 100％の再生紙に、植物油インキで、風力発電による自然エネルギーを使って印刷しています。

縦155センチ、幅80センチの布製、掛け軸型の展示物。
巻いて運べるので便利です。

新しい掛け軸できました！
貸出できます。ぜひご活用ください。

new

＜内容＞

今後の気温上昇予測 選択によって未来は変わる！

上昇する気温、溶けゆく氷河 いままさに進行する地球温暖化

気温上昇を１.５～２℃に抑える ＝排出量実質０へ（パリ協定）

COOL CHOICE　あなたが選べば未来は変わる 地域はもっと元気になる

「温暖化入門掛け軸（布製）」（パリ協定・COOL CHOICE ほか）４枚セット

他にも貸出できる
環境学習教材があ
ります。
詳しくは当センタ
ーのホームページ、
またはお電話でお
問合せください。


